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と一
いっ

緒
しょ

に思
おも

い出
だ

す
おばあちゃん 

なぜマリはおばあちゃんに対
たい

して 
もっとにんたいできなかったのでしょう。

ジェーン・マクブライド
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

マリは顔
かお

をしかめました。おばあちゃ
んが同

おな

じ話
はなし

をするからです。何
なん

度
ど

も。
おばあちゃんは数

すう

か月
げつ

前
まえ

からマリの家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に住
す

むようになりました。マ
リはおばあちゃんが大

だい

好
す

きでした
が，おばあちゃんと一

いっ

緒
しょ

にいる
とつかれることもありました。
おばあちゃんが何

なん

度
ど

も同
おな

じ話
はなし

をするからです。話
はなし

が終
お

わら
ないうちにまた同

おな

じ話
はなし

を始
はじ

め
ることもありました。

マリはため息
いき

をつきました。
「おばあちゃん」とマリは言

い

い
ました。「その話

はなし

はもう聞
き

い
たわ。」

おばあちゃんはうつむきま
した。「そう？」
「そうよ」とマリは言

い

いまし
た。「ほんの数

すう

分
ふん

前
まえ

にね。」
「覚

おぼ

えてない わ」とおば あ
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ちゃんは言
い

いました。おばあ
ちゃんは悲

かな

しそうでこまった
顔
かお

をしていました。それか
ら立

た

ち上
あ

がると，力
ちから

ない足
あし

取
ど

りで部
へ

屋
や

にもどって行
い

き
ました。
マリはおばあちゃんを悲

かな

し
ませてしまったことを申

もう

しわ
けなく思

おも

いました。おじいちゃ
んがなくなってからというもの，
おばあちゃんはますます物

もの

わすれが
ひどくなってきました。あるときなどは，コンロを
つけっぱなしにして，台

だい

所
どころ

が火
か

事
じ

になりました。そ
れで，お母

かあ

さんとお父
とう

さんはおばあちゃんを連
つ

れて
きて，一

いっ

緒
しょ

にくらすようになったのです。
台
だい

所
どころ

にお父
とう

さんがいました。「おばあちゃんは大
だい

好
す

きだけど，同
おな

じ話
はなし

を聞
き

くのはうんざりなの。なん
でおばあちゃんは，もう5000 万

まん

回
かい

くらい同
おな

じ話
はなし

を
したのに覚

おぼ

えてないのかしら。」
お父

とう

さんはにっこりしました。「5000万
まん

回
かい

では
ないだろう？ でもたしかに大

たい

変
へん

だよね。おばあちゃ
んは頭

あたま

に病
びょう

気
き

があって，わすれっぽくなっているん
だ。おばあちゃんが話

はなし

をするのは，自
じ

分
ぶん

がだれだか
覚
おぼ

えておこうとしているからなんだよ。」
マリはうなだれました。なぜおばあちゃんに対

たい

し
てもっとにんたいできなかったのでしょうか。おば
あちゃんはいつも愛

あい

情
じょう

をこめて自
じ

分
ぶん

にせっしてくれ
ました。「わたしのマリちゃん」とよんでくれまし
た。マリは，おばあちゃんが花

はな

を植
う

えたり庭
にわ

の草
くさ

取
と

りをしたりするのを手
て

伝
つだ

ったときのことを思
おも

い出
だ

し
ました。
おばあちゃんの部

へ

屋
や

のドアをノックすると，

「どうぞ」というおばあちゃ
んの声

こえ

がして，
ドアを開

あ

けると，おばあ
ちゃんは椅

い

子
す

にすわってい
ました。ひざの上

うえ

に，開
ひら

い
た聖

せい

典
てん

がのっていました。
「おばあちゃん，おじいちゃ

んとどうやって教
きょう

会
かい

に入
はい

ったの
か教

おし

えてくれる？」マリがたずね
ると，

おばあちゃんは顔
かお

を上
あ

げて，「おじい
ちゃんとわたしの話

はなし

を聞
き

きたいの？」と希
き

望
ぼう

に満
み

ち
た声

こえ

でたずねました。
マリはおばあちゃんのとなりにすわってこう言

い

い
ました。「聞

き

きたいわ。全
ぜん

部
ぶ

聞
き

きたいの。」マリはお
ばあちゃんの手

て

を取
と

りました。「おばあちゃんはわ
たしにとってとても特

とく

別
べつ

な人
ひと

よ。これからもずっ
と。」
おばあちゃんはほほえみ，椅

い

子
す

に深
ふか

くこしかけて
話
はな

し始
はじ

めました。
マリは何

なん

度
ど

もこの話
はなし

を聞
き

いたことがありますが，
今
こん

回
かい

はいらいらしませんでした。むしろ，愛
あい

とおど
ろきを感

かん

じました。おばあちゃんとおじいちゃんが
ドイツの教

きょう

会
かい

に入
はい

ったときに，たくさんのぎせいを
はらったことが分

わ

かりました。二
ふた

人
り

は，ほかの教
きょう

会
かい

員
いん

たちの近
ちか

くに住
す

むために，家
いえ

から遠
とお

くはなれたと
ころに引

ひ

っこしました。
おばあちゃんは話

はな

し終
お

えるとにっこりしました。
「わたしのマリちゃん，いい子

こ

ね。」
マリはおばあちゃんをだきしめました。「ありが
とう，おばあちゃん。愛

あい

しているよ。」●
このお話

はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく
での出

で

来
き

事
ごと
です。


